
ま
ず

、
天安
門
事
件
で一
体
ど一

れだ
け
の
死
者
が
出た
の
か

。六

月
四
日

か
ら
五
日
ま

で
の二
日

間

で
、＝一

千
七
百
人
の
死
者
と
見
る

の
が正
確
だ
るつ

。
負
傷
者
は
約

九
千五
百
人

。

こ
の
推
定
の
根
拠
の
一つ
が

、
犠
牲
に
なっ
た
の
は
間
違
い
な
方
は
当
然
高
くな
る

。五
O
%
か
説

を
し
て
い川た
時
に
倒
れ、
し
ば

中
国
紅
十
字会
が
混
乱
の
直
後
い

。

ら
六
O
Mm

も
高
くなっ
て
い
る
と
ら
くし
て死
亡
し
た

。
葬
儀
は
形

に
、二

千
四
百
人
ぐ
らい

が
死
ん

四
月
十五
日

の
胡
耀
邦
（
元
総
い
う

、
全
くの
経
済
破
た
ん
状
態

のよ
で
は
盛大
だっ
た
が、
幹
部

だと
言っ
て
い
た
こ
と

。ま
た

、
書
記）
の
死
が
事
件
の
契
機
だ
が

、
で

、
国
民
生
活
は
大
変
厳
し
い
も
の
声
明
な
ど
は
伶
た
く、
再
評価

北
京放
送
で

、
四
千
人
が
死
亡
し
と
れは
きっ
か
け

で
あっ
ても
す
の
に
なっ
て
い
る

。

も
し
な
か
った。
ご
の
時

、
も
う

た
と
伝
え
たア
ナ
ワン
サ
ー

が
そ
べ
て
の
原
因
じゃ
な
い

。ど
と
に

と
の
一方
で

、
共
産
党
幹
部
の
少
し
ね
ん
ε
ろ
に
やっ
て
お
れ

れを最
後
に
姿
を消
し
てい
る

。
火
を
付
け
て
も、

す
ぐ

に
燃
え
上
腐
敗
が
すご
かっ
た

。
デ
モ
の
中
ば

、
こ

れほ
どの
事
態
に
は
な
ら

香
港
で
は
六・
四
大
屠
殺
（
と
さ
が
る
不
満
ゃ
い
ら
だち
が
充
満
し
で
叫
ば
れた
大
きな
スロ
ー

ガ
ン
な
かっ
た
だ
ろう

。

つ）
と
い
う
言
葉
と
と
も

に
六
千
て
い
た

。

，

－
の一
つ
が
「
人
治
で
な
く、
法
治

中
国
は
建
国
四
十年

、
五・
四

人
、

北
京
大
学
の
壁
新
聞
が
四
千

中
国
は
開
放
と
改
革
を
進
め
て
を」
だっ
たoH
官
倒
’と
い
う
言
運
動
七
十
年
の
節
目

の
年
でw
ジ

人
、台

湾
当局
が三
千
八
百
人
と、

きた。
変
わっ
た
の
は
事
実
だ
が

、
葉
は
官
僚
によ
る
不正
を
示
し
た
ヤ
1

ナ
リ
ヌ
ト

たち
の
政
治
改
革

そ
れぞ
れ伝
え
て
い
る

。こ
れら
良
くは
なっ
て
い
な
い

。一
人
当
も
の
で

、か
太
子
党。
は一
族
優
遇
を求
め
る
署
名
運
動
も
行
わ
れて

を
総合
す
ると

、三
千
数
百
人
が
た
り
G
N
P

は三
百ドル
前

後を低 、
の
状
況

を指
し
て
い
る

。
一般
民
い
た

。大
学生
が
花輪
を置
き

、
彼
の
死
を
悼
ん
だ
行
動
か
ら
大
き
っ

てー
と
れも
中
国
の
最
高
機
密

な
運
動
に
なっ
ていっ
た

。政
治
を
漏
ら
し

た
、と

い
う
罪
状
に
挙

局会
議
紘
自
由
化
を
求
め
る
デ
モ
げ
ら
れてい
る
が

、
こ

の
時

、
彼

を動
乱
と
規
定
し
た

。

は
郵
と
の
決
別
を
意
思
表
示
し
た

五月
四
日

、，
北
京
でア
ジ
ア
開
と
見
て
い
い

。

発
銀
行
の
年
次
総会
が
開
か
れ、

デ
モ
は
百二
十万
人
の
規
模
に

こ
の
席
で
越
紫
陽
は
「
学
生
たち
膨
れ上
が
り

、
六
月
四
日

の
事
件

は
将来
を
背
負
う
者
た
ち

で
、

彼
へ
と
進
む
が

、
当
時
の
事
情
を伝

ら
の
行
動
は
動
乱
で
は
な
い」
と

え
る
資
斜
な
ど
を読
むと

、一
時

評価
し

、
後
で
追
及
さ
れ
る
と
と
は二
重
政
権
的
な大
変
な
状
混
だ

に
な
る

。
ゴル
バチ
ョ
フ
書
記
長
っ

たよ
う
だ

。し
か
し

、
天
安
門

が
訪
中
し

、郵
小
平
と
の会
談

で
に
残っ
て
い
た
の
は

、わ
ず
か三

千人
程
度
だっ
た
の
に
対
し

、
十

万
の
兵力
が
突っ
込
み

、
周
辺
に

は三
十五
万
の正
規
軍
が
展
開
し

て
い
た

。い
か
に
深
刻
な
事
態
だ

っ
た
か
が
分
か
る

。

佐
賀
政
経

懇

話

会
． 、、

るはつ 乗らといョ小首 中三郵た趨りを 季 、フ平でいソ
小際紫出 。 とにがもか和

一平 � 陽す反つ指会国党し 君子アけ中が 。革か摘つをの 歪
Lぺあ票ゴ 命れkt＜：代総 堂 美ヒ判のル ’ た ん J表書'.:;:t現

、 の公すバ ー と郵 。ヒし記たす
号！l'6二三チ し小一ι 玄でちる
で 』ヨ て平番を よ寺、もは 。
じ れ の フ 弾は痛お｝じ な国ゃて決と 圧 、いかパい家
べい定会 に彼としチ郵元

護 支 五体 な外 ・ がかかもか
一 一 億制十い貨嘉 ？も平もとさ

古てには年 。 企字国たがた言て
遭いも崩か 獲を家せ生なえ 、ぎく 琴れ十 空手出財よきいば中
るに合て五 也し政司ての 、園

。はうい年 当てはtいで今は
中 、とく後 分い 、与るはの今
華共いだに はる毎3間な体後
思産うろは 期 。年るはい制ど
想党天ラ共 待税ばたなかはう

、の国 有産 で収ミろん 。五な
事体を十党 き も 大うと郵年る
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大
主
義
を直
さ
ない
と中
国
は
生’
判
がい
い
とい
うこ
と
だ
が、
多

．
き
てい
けない、
とい
う声
が
出
く
の中
国人
か
ら
指
弾
さ
れ
てい

で
き
たこ
とは注
目
すべ
き
だι
る
ご
と
も
頭
に
置
き、
日
本
も言

中
国
の
当
局者
に
は、
宇野
首
うべ
きこ
とは
き
ち
ん
と
言
わ
な

相
は、
金日
成主
席
に
次
い
で
評
けれ
ば
な
ら
ない。“

．． 

．． 

．． 

． ．  

．． 

．． ．． 
．． 

－． 

’．． 

・．

．． 

．． 

・．， ． ・ ・
' .. ．． ．． 

日
中
貿
易
縮
小

佐
賀
に
も
痛
手

し
っ
か
り
し
た

世
界
観
が
必
要

香
月

義
人
氏（
ね〉

七
回

利
秀
民（
羽）

中
国
間，

詳
しい

題
に非
常

情
報
を基

に
詳
しい

に
し
た
講

と
は
聞い

演
で、
非

て
い
た
＼

常
に
興味

が、
驚
くほ
ど
のも
の
で大
変
興
深
く
聞
か
せ
て
頂
い
た。
十一
億

味
深
かっ
た。
想
像
し
てい
た
通
を
超
す
人
を
束
ね
てい
く
の
は
大

り、
や
は
り中
国
の
将
来
は
難
し
変
だ
と思
う
が、
長
期
政
権
が
続

い
とい
う印
象
だ0
4ン
フレ
は
く
とこ
ん
な
こ
とに
な
る
の
か、

さ
ら
に
高進
す
るだ
ろ
うし、
経
と
日
本
の
政
治
の
乙
とも
考
え
た

済
が
行
き
詰
ま
る。
内
在
す
る政
り
い
た。
隣
国
とし
て
の
日本
は、

治
的
な
問
題
も
簡
単
に
は
変
化
し
しっ
か
りし
た
世
界
観、
ポ
リ
シ

ない
だ
ろ
う。
日
中
貿
易
は
大
事
ー
を
持っ
て中
国
とつ
き
あっ
て

だ
が
縮
小
す
る。
佐
賀
に
も
痛
手
い
ぐべ
き
だ。
．，

だ。

（
佐
賀
銀
行
会
長）一

（
天山
酒
造
社
長）


